
(57)【要約】
【課題】　閉経期またはその前後の段階における女性の閉経に関連する一以上の症状を軽
減する方法を提供する。
【解決手段】　本方法は、女性のＨＰＡ系の活性を下方制御するのに効果的な量で感覚療
法を施す段階を含む。ＨＰＡ系には、
　ａ）女性に時間の関数として存在する副腎皮質ホルモンのレベルと、
　ｂ）副腎皮質ホルモンの日総量と、
　ｃ）朝のピーク副腎皮質ホルモンの積分測定値と、
　ｄ）睡眠開始の閾値と
が含まれる。感覚療法は、聴覚刺激、視覚刺激、触覚刺激、味覚刺激、嗅覚刺激およびこ
れらの組み合わせからなる群から選ばれる。
【選択図】　　　　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 閉 経 期 ま た は そ の 前 後 の 段 階 に お け る 女 性 の 閉 経 に 関 連 す る 一 以 上 の 症 状 を 軽 減 す る 方
法 で あ っ て 、
　 当 該 方 法 が 、 当 該 女 性 の Ｈ Ｐ Ａ 系 の 活 性 を 下 方 制 御 す る の に 効 果 的 な 量 で 感 覚 療 法 を 施
す 段 階 を 含 み 、
　 当 該 Ｈ Ｐ Ａ 系 が 、
　 ａ ） 当 該 女 性 に 時 間 の 関 数 と し て 存 在 す る 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の レ ベ ル と 、
　 ｂ ） 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 日 総 量 と 、
　 ｃ ） 朝 の ピ ー ク 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 積 分 測 定 値 と 、
　 ｄ ） 睡 眠 開 始 の 閾 値 と
を 含 み 、
　 当 該 感 覚 療 法 が 、 聴 覚 刺 激 、 視 覚 刺 激 、 触 覚 刺 激 、 味 覚 刺 激 、 嗅 覚 刺 激 お よ び こ れ ら の
組 み 合 わ せ か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 閉 経 期 ま た は そ の 前 後 の 段 階 に お け る 女 性 の 閉 経 に 関 連 す る 症 状 を 軽 減 す る
方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 閉 経 と は 、 女 性 の 一 生 に お い て 月 経 が 恒 久 的 に 停 止 す る 時 点 の こ と で あ る 。 閉 経 （ 閉 経
の 前 後 の 時 期 ） に 移 行 す る 際 、 女 性 が 経 験 す る 症 状 と し て は 、 体 の ほ て り 、 寝 汗 、 睡 眠 困
難 、 性 的 不 全 、 膣 の 乾 燥 お よ び 軽 度 の 欝 状 態 等 に 限 ら ず 、 多 く の も の が あ る 。 こ れ ら の 症
状 は 、 卵 巣 ホ ル モ ン の 変 動 の 結 果 で あ る と 思 わ れ て い る 。 特 に 、 閉 経 期 お よ び そ の 前 後 の
時 期 の 症 状 は 、 大 部 分 、 エ ス ト ロ ゲ ン と プ ロ ゲ ス テ ロ ン レ ベ ル の 変 化 に よ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 体 の ほ て り は 、 閉 経 期 の 最 も 一 般 的 な 症 状 で あ る 。 体 の ほ て り は 、 し ば し ば 発 汗 と 顔 面
潮 紅 と を 伴 う 、 突 然 の 強 い 発 熱 感 覚 で 始 ま り 、 つ づ い て 、 知 覚 さ れ た 発 熱 を 身 体 が 補 償 し
よ う と す る 際 に 、 悪 寒 に よ る 震 え が 起 こ る 。 体 の ほ て り は 、 エ ス ト ロ ゲ ン レ ベ ル の 減 少 と
、 そ の 後 の 、 脳 の 温 度 調 節 機 能 に 影 響 を 与 え る ホ ル モ ン の 放 出 の 結 果 、 生 じ る も の と 思 わ
れ る 。 体 の ほ て り は 散 発 的 に 起 こ る が 、 い く つ か の 刺 激 （ 例 え ば 、 不 安 、 ス ト レ ス 、 周 囲
の 高 温 、 カ フ ェ イ ン お よ び ア ル コ ー ル ） に よ っ て ト リ ガ さ れ る も の と 思 わ れ る 。 （ た と え
ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 体 の ほ て り は 、 し ば し ば 夜 中 に 起 こ り 、 発 汗 か ら 生 じ る 湿 気 と
不 快 感 の た め に 、 女 性 が 体 の ほ て り の 後 で し ば し ば 寝 覚 め る た め 、 「 寝 汗 」 と 呼 ば れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 睡 眠 困 難 も 、 閉 経 期 に 経 験 さ れ る 典 型 的 な 症 状 で あ る 。 睡 眠 困 難 に は 、 体 の ほ て り と 寝
汗 と が 必 ず 伴 う よ う で あ る 。 睡 眠 問 題 に 関 し て は 、 ホ ル モ ン の 理 由 に 加 え て 、 一 生 に お け
る こ の 期 間 中 に 、 女 性 が よ り 多 く ス ト レ ス に 曝 さ れ る 結 果 、 多 く の 閉 経 期 の 睡 眠 問 題 が み
ら れ る と 研 究 者 は 考 え て い る 。 閉 経 期 の 女 性 の 多 く が 、 子 供 が 家 を 出 て 行 く こ と に よ る 喪
失 感 を 味 わ っ て お り 、 ま た 、 し ば し ば 、 年 老 い た 両 親 の 世 話 を し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ホ ル モ ン 補 充 療 法 （ Ｈ Ｒ Ｔ ） は 、 閉 経 期 の 症 状 に 対 し 人 気 の あ る 治 療 法 オ プ シ ョ ン で あ
る 。 Ｈ Ｒ Ｔ は 、 最 も 一 般 的 に は 、 エ ス ト ロ ゲ ン の よ う な ホ ル モ ン の サ プ リ メ ン ト か ら 成 る
。 エ ス ト ロ ゲ ン サ プ リ メ ン ト の 代 替 品 と し て は 、 酢 酸 メ ゲ ス ト ロ ー ル の 形 の プ ロ ゲ ス チ ン
が あ る 。 Ｈ Ｒ Ｔ は 、 し ば し ば 効 果 的 で 、 女 性 の 心 臓 性 血 管 疾 患 の 危 険 性 を 減 少 さ せ る も の
と 思 わ れ て い る が 、 そ の 一 方 、 著 し い 欠 点 も 存 在 す る 。 他 剤 と の 配 合 禁 忌 の た め 、 ホ ル モ
ン サ プ リ メ ン ト を 摂 取 す る こ と が で き な い 女 性 が 多 い 。 ま た 、 Ｈ Ｒ Ｔ が 、 子 宮 内 膜 癌 お よ
び 乳 癌 の 危 険 性 を 増 す と 考 え ら れ て い る 。 Ｈ Ｒ Ｔ は 、 ス ト レ ス の 増 加 の よ う な 閉 経 期 の 症
状 の 強 さ と 関 連 す る 多 く の 精 神 的 な 側 面 に 対 処 す る も の で は な い 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 閉 経 期 の 症 状 の 軽 減 に つ い て 、 ホ ル モ ン サ プ リ メ ン ト に 加 え て 、 ク ロ ニ ジ ン と メ チ ル ド
パ 等 の 他 の 代 替 的 な 処 方 医 薬 品 が 提 案 さ れ て い る 。 こ れ ら の 医 薬 品 は 、 脳 の 温 度 調 節 中 枢
を ト リ ガ す る も の と 考 え ら れ て い る ノ ル エ ピ ネ フ リ ン の 放 出 を 抑 制 す る よ う に 作 用 す る 。
こ れ ら の 医 薬 品 は 、 臨 床 試 験 で は 成 功 の 度 合 い が は っ き り し て お ら ず 、 し ば し ば 、 疲 労 、
衰 弱 、 眩 暈 お よ び は き 気 と い っ た 副 作 用 を 伴 う （ 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ビ タ ミ ン Ｅ 、 チ ョ ウ セ ン ニ ン ジ ン 、 サ ク ラ ソ ウ 油 、 ド ン ク ア イ お よ び ア メ リ カ シ ョ ウ マ
の よ う な ビ タ ミ ン や ハ ー ブ の 使 用 に つ い て は 、 閉 経 期 の 症 状 の 軽 減 に 関 し サ ポ ー ト と な る
逸 話 は あ る が 、 そ の 有 効 性 に は 、 ほ と ん ど ま た は 全 く 臨 床 的 サ ポ ー ト が な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 閉 経 期 の 症 状 が ス ト レ ス と 関 連 し 、 ま た 、 精 神 的 な 問 題 に 関 連 が あ る こ と は 当 業 者 に 知
ら れ て い る 。 ス ト レ ス は 、 血 管 運 動 性 の 症 状 （ 体 の ほ て り 、 寝 汗 ） と 睡 眠 困 難 と を 含 む 、
閉 経 期 に 関 連 す る 症 状 を 悪 化 さ せ る こ と が 知 ら れ て い る 。 心 理 療 法 と 組 み 合 わ せ た Ｈ Ｒ Ｔ
が 、 Ｈ Ｒ Ｔ 単 独 よ り も 、 不 眠 症 に 対 し て よ り 効 果 的 な こ と を 証 明 し た 研 究 が あ る （ 非 特 許
文 献 ２ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 同 時 継 続 出 願 第 １ ０ ／ ０ １ ２ ， ６ ２ ７ 号 （ ２ ０ ０ １ 年 １ ２ 月 ７ 日 出 願
）
【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 同 時 継 続 出 願 第 １ ０ ／ ０ １ ２ ， ６ ２ ６ 号 （ ２ ０ ０ １ 年 １ ２ 月 ７ 日 出 願
）
【 特 許 文 献 ３ 】 Ｐ Ｃ Ｔ 国 際 公 開 第 Ｗ Ｏ 　 ０ ２ ／ ４ ９ ６ ０ ０ 号
【 特 許 文 献 ４ 】 米 国 同 時 継 続 出 願 第 ０ ９ ／ ６ ７ ６ ， ８ ７ ６ 号 （ ２ ０ ０ ０ 年 ９ 月 ２ ９ 日 出 願
、 名 称 ： パ ー ソ ナ ル ケ ア 剤 を 使 用 し た 、 ヒ ト の 気 分 を 和 ら げ る 方 法 （ Method For Calming
 Human Beings Using Personal Care Compositions）
【 非 特 許 文 献 １ 】 シ ョ ー ・ シ ー （ Shaw C.） 著 ， 「 閉 経 期 前 後 の 体 の ほ て り ： 疫 学 、 生 理
学 お よ び 治 療 法 （ The peri-menopausal hot flash: epidemiology, physiology and trea
tment） 」 ， ナ ー ス ・ プ ラ ク テ ィ シ ョ ナ ー （ Nurse Practioner） ， １ ９ ９ ７ 年 ， 第 ２ ２ （
３ ） 巻 ， ５ ５ 頁 ～ ５ ６ 頁 ， ６ １ 頁 ～ ６ ６ 頁
【 非 特 許 文 献 ２ 】 ア ナ ル テ ・ エ ム テ ィ ー （ Anarte MT） ， ク ア ド ロ ス ・ ジ ェ イ エ ル （ Cuadr
os JL） ， ヘ ラ ラ ・ ジ ェ イ （ Herrara J.） 著 ， 「 ホ ル モ ン お よ び 心 理 療 法 ： 閉 経 期 の 女 性
の 代 替 治 療 法 は ？ （ Hormonal and psychological treatment： Therapeutic alternative 
for menopausal women?） 」 マ チ ュ リ タ ス （ Maturitas） ， １ ９ ９ ８ 年 ； ２ ０ ： ２ ０ ３
【 非 特 許 文 献 ３ 】 ジ ョ ー ジ ・ ピ ー ・ ク ル ー ソ ス （ George P. Chrousos） お よ び フ ィ リ ッ プ
・ ダ ブ リ ュ ー ・ ゴ ー ル ド （ Philip W. Gold） 著 ， 「 ス ト レ ス と ス ト レ ス 系 の 異 常 の 概 念 －
肉 体 的 お よ び 行 動 性 ホ メ オ ス タ ー シ ス の 概 要 （ The Concepts of Stress and Stress Syst
em Disorders-Overview of Physical and Behavioral Homeostasis） 」 ， Ｊ Ａ Ｍ Ａ ， １ ９
９ ２ 年 ３ 月 ４ 日 、 第 ２ ６ ７ 巻 、 Ｎ ｏ ． ９
【 非 特 許 文 献 ４ 】 ア ン ド リ ュ ー ・ ウ エ イ ル 博 士 （ Dr. Andrew Weil） 著 ， 「 呼 吸 ： 自 己 治
療 の マ ス タ ー キ ー （ Breathing: The Master Key to Self Healing） 」 Sounds True出 版 社
， Boulder, CO（ www.soundstrue.com） ， １ ９ ９ ９ 年
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ れ ら の 治 療 法 に も 拘 わ ら ず 、 ビ タ ミ ン や ハ ー ブ の よ う な ホ ル モ ン サ プ リ メ ン ト や ホ メ
オ パ シ ー 薬 剤 の 摂 取 を 希 望 し な い か 摂 取 で き な い 女 性 に と っ て は 、 閉 経 と 関 連 す る 症 状 を
軽 減 す る 非 医 学 的 な 代 替 法 の ニ ー ズ が 存 在 す る 。 本 発 明 は 、 こ の ニ ー ズ に 応 え る も の で あ
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 閉 経 期 ま た は そ の 前 後 の 段 階 に お け る 女 性 の 閉 経 に 関 連 す る 一 以 上 の 症 状 を
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軽 減 す る 方 法 に 関 す る 。 こ の 方 法 は 、 当 該 女 性 の Ｈ Ｐ Ａ 系 の 活 性 を 下 方 制 御 す る の に 効 果
的 な 量 で 感 覚 療 法 を 施 す 段 階 を 含 み 、 当 該 Ｈ Ｐ Ａ 系 が
　 ａ ） 当 該 女 性 に 時 間 の 関 数 と し て 存 在 す る 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の レ ベ ル と 、
　 ｂ ） 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 日 総 量 と 、
　 ｃ ） 朝 の ピ ー ク 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 積 分 測 定 値 と 、
　 ｄ ） 睡 眠 開 始 の 閾 値 と
を 含 み 、 ａ ） か ら ｄ ） の 少 な く と も 一 つ の 減 少 に よ り 、 Ｈ Ｐ Ａ 系 の 活 性 を 下 方 制 御 す る こ
と が で き る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 感 覚 療 法 は 、 聴 覚 刺 激 、 視 覚 刺 激 、 触 覚 刺 激 、 味 覚 刺 激 、 嗅 覚 刺 激 お よ び こ れ ら の
組 み 合 わ せ か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ り 、 閉 経 期 ま た は そ の 前 後 の 段 階 に お け る 女 性 の 閉 経 に 関 連 す る 一 以 上 の 症
状 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 閉 経 期 ま た は そ の 前 後 の 段 階 に お け る 女 性 の Ｈ Ｐ Ａ 系 の 活 性 を 下 方 制 御 す る こ と に よ り
、 閉 経 に 関 連 す る 一 以 上 の 症 状 を 軽 減 す る こ と が で き る こ と が 見 出 さ れ た 。 こ の Ｈ Ｐ Ａ 系
に は 、
　 ａ ） 当 該 女 性 に 時 間 の 関 数 と し て 存 在 す る 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の レ ベ ル と 、
　 ｂ ） 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 日 総 量 と 、
　 ｃ ） 朝 の ピ ー ク 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 積 分 測 定 値 と 、
　 ｄ ） 睡 眠 開 始 の 閾 値 と
が 含 ま れ 、 ａ ） か ら ｄ ） の 少 な く と も 一 つ の 減 少 に よ り 、 Ｈ Ｐ Ａ 系 の 活 性 を 下 方 制 御 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ こ で 、 「 Ｈ Ｐ Ａ 系 」 と は 、 非 特 許 文 献 ３ に 記 載 さ れ た よ う に 、 い く つ か の 生 理 機 能 に
影 響 を 及 ぼ す 内 分 泌 系 で あ る 視 床 下 部 － 下 垂 体 － 副 腎 系 を 意 味 す る 。 コ ル チ ゾ ー ル 等 の 副
腎 皮 質 ホ ル モ ン は 、 覚 醒 期 間 と 眠 り の 期 間 と を 伴 う 、 ２ ４ 時 間 の 日 周 性 の リ ズ ム に 従 う 。
た と え ば 、 開 示 内 容 が 参 照 に よ り 本 明 細 書 に 包 含 さ れ る 、 特 許 文 献 １ を 参 照 さ れ た い 。 日
中 プ ロ フ ィ ー ル 曲 線 の 下 の 領 域 に は 、 朝 の ピ ー ク （ 本 明 細 書 で は 「 朝 の ピ ー ク 副 腎 皮 質 ホ
ル モ ン の 積 分 測 定 値 」 と 呼 ば れ る ） （ 典 型 的 に は 覚 醒 の ３ ０ 分 ～ ４ ５ 分 後 に 起 こ る ） と 曲
線 の 下 の 残 り の 領 域 と い う 、 明 瞭 に 区 別 で き る ２ つ の 異 な っ た 領 域 が あ る と 考 え る こ と が
で き る 。 （ 本 明 細 書 で は 「 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 日 総 量 」 と 呼 ば れ る ） 曲 線 の 下 の 領 域 か ら
ピ ー ク 領 域 （ 朝 の ピ ー ク 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 積 分 測 定 値 ） を 差 し 引 い た 量 は 、 Ｈ Ｐ Ａ 系 の
活 性 の イ ン デ ッ ク ス と し て 有 用 で あ る 。 さ ら に 、 覚 醒 ４ 時 間 ～ ８ 時 間 後 の 副 腎 皮 質 ホ ル モ
ン の レ ベ ル ； 就 寝 前 の 期 間 の 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の レ ベ ル ； 睡 眠 開 始 閾 に お け る 副 腎 皮 質 ホ
ル モ ン の レ ベ ル は 、 Ｈ Ｐ Ａ 系 の 活 性 の イ ン デ ッ ク ス と し て 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 述 の ご と く 、 本 発 明 は 、 閉 経 期 お よ び そ の 前 後 の 段 階 に お け る 女 性 の 閉 経 と 関 連 す る
一 つ 以 上 の 症 状 を 軽 減 す る 方 法 に 関 す る も の で あ る 。 こ の 方 法 は 、 当 該 女 性 の Ｈ Ｐ Ａ 系 の
活 性 を 下 方 制 御 す る の に 効 果 的 な 量 で 感 覚 療 法 を 施 す 段 階 を 含 み 、 こ の Ｈ Ｐ Ａ 系 に は
　 ａ ） 時 間 の 関 数 と し て 存 在 す る 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の レ ベ ル と 、
　 ｂ ） ２ ４ 時 間 に 渡 る 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 日 総 量 と 、
　 ｃ ） 朝 の ピ ー ク 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 積 分 測 定 値 と 、
　 ｄ ） 睡 眠 開 始 の 閾 値 と
　 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 明 細 書 に い う 「 効 果 的 な 量 」 と は 、 治 療 さ れ る べ き 容 態 に 肯 定 的 な 変 更 を 有 意 に 誘 起
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す る に 充 分 で 、 重 大 な 副 作 用 を 防 止 す る に 充 分 低 い 、 （ 妥 当 な 利 益 ／ リ ス ク 比 率 で の ） 感
覚 療 法 の 頻 度 と レ ベ ル と 期 間 と を 意 味 す る 。 こ の 効 果 的 な 量 は 、 治 療 の 特 定 の 条 件 、 治 療
を 受 け る 患 者 の 年 令 お よ び 肉 体 的 条 件 、 容 態 の 重 大 さ 、 治 療 の 頻 度 、 レ ベ ル お よ び 期 間 、
併 用 療 法 の 性 質 、 具 体 的 に 採 用 さ れ た 療 法 お よ び そ の 他 の 因 子 に よ り 変 わ る 。 多 重 感 覚 療
法 を 使 用 す る と 、 所 望 の 反 応 を 得 る の に 必 要 な 期 間 に 影 響 を 与 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 明 細 書 に い う 「 閉 経 に 関 連 す る 症 状 」 に は 、 体 の ほ て り お よ び ／ ま た は 寝 汗 、 睡 眠 困
難 、 軽 度 の 欝 状 態 、 頭 痛 、 膣 の 乾 燥 、 気 分 の む ら 、 ス ト レ ス お よ び ／ ま た は 神 経 過 敏 等 の
血 管 運 動 性 の 症 状 が 含 ま れ る 。 睡 眠 困 難 に は 、 不 眠 症 、 夜 間 の 覚 醒 、 日 中 の 疲 労 お よ び ／
ま た は 睡 眠 に 関 連 す る 呼 吸 の 乱 れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 感 覚 療 法 は 、 聴 覚 刺 激 、 視 覚 刺 激 、 触 覚 刺 激 、 味 覚 刺 激 、 嗅 覚 刺 激 お よ び こ れ ら の 組 み
合 わ せ か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 Ｈ Ｐ Ａ 系 の 活 性 は 、 以 下 の 少 な く と も 一 つ に よ り 下 方 制 御 す る こ と が で き る 。
　 ａ ． 当 該 女 性 の ２ ４ 時 間 に 渡 る 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 平 均 日 総 量 の 減 少
　 ｂ ． 当 該 女 性 の 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 平 均 日 総 量 か ら 朝 の ピ ー ク 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 積 分
測 定 値 を 差 し 引 い た 量 の 減 少
　 ｃ ． 覚 醒 ４ 時 間 ～ ８ 時 間 後 に お け る 当 該 女 性 の 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の レ ベ ル の 減 少
　 ｄ ． 就 寝 前 の 時 期 に お け る 当 該 女 性 の 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の レ ベ ル の 減 少 お よ び 、
　 ｅ ． 睡 眠 開 始 の 閾 値 よ り 低 い レ ベ ル へ の 当 該 女 性 の 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の レ ベ ル の 減 少
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 女 性 の ２ ４ 時 間 に 渡 る 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 平 均 日 総 量 が 、 こ の 療 法 の 開 始 時 に 女 性 に 存
在 す る 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 日 総 量 に 基 づ い て 、 少 な く と も 約 ５ ％ ～ 約 ５ ０ ％ 減 少 す る こ と
が 好 ま し い 。 少 な く と も 約 １ ０ ％ ～ 約 ４ ０ ％ 減 少 す る こ と が よ り 好 ま し く 、 少 な く と も 約
１ ５ ％ ～ 約 ３ ０ ％ 減 少 す る こ と が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ２ ４ 時 間 の 期 間 に お け る 、 女 性 の 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 平 均 日 総 量 か ら 朝 の ピ ー ク 副 腎 皮
質 ホ ル モ ン の 積 分 測 定 値 を 差 し 引 い た 量 は 、 こ の 療 法 の 開 始 時 に 女 性 に 存 在 す る 副 腎 皮 質
ホ ル モ ン の 日 総 量 か ら 朝 の ピ ー ク 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 積 分 測 定 値 を 差 し 引 い た 量 に 基 づ い
て 、 少 な く と も 約 ５ ％ ～ 約 ７ ０ ％ 減 少 す る こ と が 好 ま し い 。 少 な く と も 約 １ ０ ％ ～ 約 ６ ０
％ 減 少 す る こ と が よ り 好 ま し く 、 少 な く と も 約 ２ ０ ％ ～ 約 ５ ０ ％ 減 少 す る こ と が 最 も 好 ま
し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 覚 醒 ４ 時 間 ～ ８ 時 間 後 に お け る 女 性 の 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の レ ベ ル は 、 こ の 療 法 の 開 始 時
の 女 性 の 同 時 期 に 存 在 す る 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の レ ベ ル に 基 づ い て 、 少 な く と も 約 ５ ％ ～ 約
７ ０ ％ 減 少 す る こ と が 好 ま し い 。 少 な く と も 約 １ ０ ％ ～ 約 ６ ０ ％ 減 少 す る こ と が よ り 好 ま
し く 、 少 な く と も 約 ２ ０ ％ ～ 約 ５ ０ ％ 減 少 す る こ と が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 就 寝 前 の 時 期 、 好 ま し く は 就 寝 の 約 ４ 時 間 前 の 女 性 の 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の レ ベ ル は 、 こ
の 療 法 の 開 始 時 の 女 性 の 同 時 期 に 存 在 す る 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の レ ベ ル に 基 づ い て 、 少 な く
と も 約 ３ ％ ～ 約 ５ ０ ％ 減 少 す る こ と が 好 ま し い 。 少 な く と も 約 ５ ％ ～ 約 ３ ０ ％ 減 少 す る こ
と が よ り 好 ま し く 、 少 な く と も 約 ５ ％ ～ 約 ２ ０ ％ 減 少 す る こ と が 最 も 好 ま し い 。 就 寝 前 の
時 期 に お け る 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の レ ベ ル は 、 ０ ． ３ μ ｇ ／ ｄ Ｌ 未 満 に 減 少 す る こ と が 好 ま
し い 。 ０ ． ２ μ ｇ ／ ｄ Ｌ 未 満 に 減 少 す る こ と が よ り 好 ま し く 、 ０ ． １ ５ μ ｇ ／ ｄ Ｌ 未 満 に
減 少 す る こ と が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る 方 法 で は 、 感 覚 療 法 に 、 さ ら に 、 以 下 の 群 か ら 選 ば れ た 少 な く と も 一 つ の
ス テ ッ プ を 含 め る こ と が で き る 。
　 ａ ． リ ラ ッ ク ス 呼 吸 技 術 の 実 施
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　 ｂ ． ホ ル モ ン 補 充 療 法
ま た は
　 ｃ ． た と え ば 、 ビ タ ミ ン Ｅ 、 チ ョ ウ セ ン ニ ン ジ ン 、 サ ク ラ ソ ウ 油 、 ド ン ク ア イ 、 ア メ リ
カ シ ョ ウ マ お よ び 大 豆 抽 出 物 の よ う な ビ タ ミ ン 、 ハ ー ブ サ プ リ メ ン ト お よ び ／ ま た は 天 然
の 抽 出 物 の 投 与
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 使 用 に 適 し た リ ラ ッ ク ス 呼 吸 技 術 に は 、 非 特 許 文 献 ４ に 記 載 さ れ た リ ラ ッ ク ス
呼 吸 が 含 ま れ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る わ け で は な い 。 例 と し て 、 ３ 秒 を 超 え る 吸 息 、 ２ 秒
を 超 え る 吸 息 と 呼 息 の 間 の 休 止 、 お よ び ４ 秒 を 超 え る 呼 息 を 少 な く と も ２ 回 繰 り 返 す 、 深
く ゆ っ く り と し た 呼 吸 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 感 覚 療 法 お よ び ホ ル モ ン 補 充 療 法 の 使 用 ま た は 、 ビ タ ミ ン 、 ハ ー ブ サ プ リ メ ン ト お よ び
／ ま た は 、 た と え ば 、 ク ロ ニ ジ ン 、 メ チ ル ド パ お よ び こ れ ら の 混 合 物 等 の 体 温 調 節 薬 剤 の
服 用 の 組 み 合 わ せ は 、 よ り 効 き 目 の あ る 治 療 法 に な り 、 こ れ ら の 治 療 の 投 与 量 を 低 下 で き
る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 感 覚 療 法 の 開 始 か ら ２ 日 ～ １ ４ 日 後 の 期 間 内 に Ｈ Ｐ Ａ 系 の 活 性 を 下 方 制 御
す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 Ｈ Ｐ Ａ 系 の 活 性 を 測 定 す る た め に 、 血 清 、 唾 液 ま た は 尿 中 の コ ル チ ゾ ー ル を 含 む 身 体 中
の コ ル チ ゾ ー ル レ ベ ル を 測 定 す る こ と が で き る 。
　 （ １ ） 唾 液 の 採 集 は 最 も ス ト レ ス が 少 な く 、 最 も 苦 痛 が 少 な く 、 最 も 侵 襲 的 で な い こ と
、
　 （ ２ ） 唾 液 中 の コ ル チ ゾ ー ル レ ベ ル が 女 性 の 通 常 の 反 応 の 代 表 と な る こ と 、
　 （ ３ ） 唾 液 中 の コ ル チ ゾ ー ル は 結 合 さ れ て お ら ず 、 従 っ て 、 生 理 的 影 響 を よ り 正 確 に 予
知 で き る も の で あ る こ と お よ び 、
　 （ ４ ） 唾 液 中 の コ ル チ ゾ ー ル の 測 定 は 、 尿 の よ う な 他 の 体 液 に 比 し 、 よ り 即 時 的 で あ る
（ 蓄 積 性 が よ り 低 い ） こ と
の 故 に 、 唾 液 中 の コ ル チ ゾ ー ル レ ベ ル を 測 定 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 開 示 内 容 が 参 照 に よ り 本 明 細 書 に 包 含 さ れ る 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た よ う に 、 酵 素 に リ
ン ク さ れ た 免 疫 学 的 検 定 （ Ｅ Ｌ Ｉ Ｓ Ａ ） 法 は 、 哺 乳 動 物 の 唾 液 中 に 典 型 的 に 見 出 さ れ る 濃
度 の コ ル チ ゾ ー ル の 測 定 に 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 方 法 に 有 用 で あ る 感 覚 療 法 は 、 ユ ー ザ ー を リ ラ ッ ク ス さ せ る も の で あ れ ば
ど の よ う な 方 法 で も よ い 。 感 覚 経 験 を 与 え る た め に 使 用 さ れ る 刺 激 は 、 一 般 的 に 、 本 発 明
を 実 施 す る つ も り の 個 人 が 心 地 よ い と 思 う 経 験 を 与 え る も の で あ る 。 一 般 に 、 感 覚 療 法 は
、 聴 覚 刺 激 、 視 覚 刺 激 、 触 覚 刺 激 、 味 覚 刺 激 、 嗅 覚 刺 激 お よ び こ れ ら の 組 み 合 わ せ か ら な
る 群 か ら 選 ば れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 方 法 に 有 用 で あ る 聴 覚 刺 激 に は 、 ユ ー ザ ー を 鎮 静 す る ま た は リ ラ ッ ク ス さ
せ る 音 楽 や 自 然 の 音 が 含 め ら れ る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ る わ け で は な い 。 本 明 細 書 に お け
る 音 楽 と い う 用 語 は 、 器 楽 曲 お よ び 叙 情 曲 ； 旋 律 ； メ ロ デ ィ ー ； ハ ー モ ニ ー ； 歌 ； メ ト ロ
ノ ー ム 、 音 叉 、 ベ ル 、 拍 子 機 械 お よ び チ ャ イ ム か ら の よ う な 拍 子 お よ び 振 動 数 ； 詩 お よ び
リ ズ ム を 含 め る よ う に 用 い ら れ る 。 音 楽 は 、 ク ラ シ ッ ク 、 ソ フ ト ロ ッ ク 、 聴 き や す い 現 代
音 楽 、 カ ン ト リ ミ ュ ー ジ ッ ク 、 お よ び 映 画 や ミ ュ ー ジ カ ル 中 の 歌 等 の ど の よ う な ジ ャ ン ル
の も の で も よ く 、 こ れ ら に 限 定 さ れ る 訳 で は な い 。 自 然 の 音 に は 、 鯨 の 歌 声 や 鳥 の 鳴 き 声
の よ う な 動 物 の 声 ； コ オ ロ ギ の よ う な 虫 の 声 ； 流 水 や 滝 の よ う な 環 境 音 が 含 ま れ る が 、 こ
れ ら に 限 定 さ れ る わ け で は な い 。 常 に ソ フ ト な 強 弱 法 の 音 で 、 メ ロ デ ィ ー と ハ ー モ ニ ー の
変 化 が 最 小 で あ り 、 通 常 の ビ ー ト ピ ッ チ を ほ と ん ど ま た は 全 く 持 た ず 、 ボ ー カ ル が ほ と ん
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ど ま た は 全 く な く 、 テ ン ポ が ゆ っ く り と し た 、 パ ー カ ッ シ ョ ン ま た は 強 い リ ズ ム が ほ と ん
ど ま た は 全 く な い も の が 、 ユ ー ザ ー を リ ラ ッ ク ス さ せ ま た は 鎮 静 す る の に 特 に 有 益 で あ る
。 二 つ の ピ ュ ア な 周 波 数 を 使 用 し 、 通 常 、 こ れ ら を 個 々 の 耳 に 別 々 に 与 え る バ イ ノ ー ラ ル
な ビ ー ト を 使 用 す る 音 は 、 ユ ー ザ の 気 分 を 改 善 す る 上 で 有 用 で あ る 。 δ 波 、 θ 波 、 α 波 の
脳 波 の 周 波 数 範 囲 の バ イ ノ ー ラ ル な ビ ー ト は 、 ユ ー ザ を リ ラ ッ ク ス さ せ る の に 有 用 で あ り
、 β 波 活 動 の 周 波 数 範 囲 の ビ ー ト は 、 ユ ー ザ の 精 神 的 機 敏 性 を 向 上 さ せ る 上 で 有 用 で あ る
。 聴 覚 刺 激 に は 、 カ セ ッ ト テ ー プ 、 ビ デ オ テ ー プ 、 コ ン パ ク ト デ ィ ス ク 、 双 方 向 型 の お も
ち ゃ と ゲ ー ム 、 ウ エ ブ サ イ ト お よ び コ ン ピ ュ ー タ ・ オ ー デ ィ オ フ ァ イ ル が あ る が 、 こ れ ら
に 限 定 さ れ る わ け で は な い 。 リ ラ ッ ク ス さ せ る の に 適 切 な 音 楽 の 例 と し て 、 HNH Internat
ional社 の “ Night Music 2” （ １ ９ ９ ９ 年 ） を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 方 法 に 有 用 で あ る 視 覚 刺 激 に は 、 柔 ら か い 光 、 キ ャ ン ド ル 、 ビ デ オ 、 映 画
、 絵 画 、 壁 画 、 本 、 景 色 、 双 方 向 型 の お も ち ゃ と ゲ ー ム 、 ウ ェ ブ サ イ ト 、 ユ ー ザ を 鎮 静 し
ま た は リ ラ ッ ク ス さ せ る コ ン ピ ュ ー タ 画 像 フ ァ イ ル が あ る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ る わ け で
は な い 。 柔 ら か い 光 は 、 青 、 緑 、 ピ ン ク 、 紫 等 ど の よ う な 色 で も よ い 。 青 や 緑 等 の 色 合 い
の 寒 色 は 、 ユ ー ザ ー を 鎮 静 し 、 リ ラ ッ ク ス さ せ る の に 好 ま し く 、 オ レ ン ジ や 赤 等 の よ り 暖
色 系 の 色 は 、 ユ ー ザ ー の 気 持 ち を 高 揚 さ せ る た め に 好 ま し い 。 彩 度 の 低 い パ ス テ ル 調 の 陰
影 は 、 ユ ー ザ ー を 鎮 静 す る の に 有 用 で あ る 。 光 は 、 家 庭 の ラ ン プ に 挿 入 で き る 電 球 と し て
、 あ る い は ラ ン プ と し て 、 キ ッ ト で 提 供 す る こ と が で き る 。 本 発 明 に 係 る キ ッ ト で は 、 光
フ ァ イ バ ー を 使 用 す る 光 も 有 用 で あ ろ う 。 当 業 者 に 知 ら れ て い る よ う に 、 光 フ ァ イ バ ー 光
は 、 断 続 的 に 色 を 変 え る こ と が で き る 。 約 ５ ０ ０ ル ッ ク ス の 柔 ら か い 照 明 が 、 ユ ー ザ ー を
リ ラ ッ ク ス さ せ る 上 で 有 用 で あ る 。 特 に 、 就 寝 前 の 夕 方 に 有 用 で あ る 。 約 ２ ， ０ ０ ０ ル ッ
ク ス 以 上 の 明 る い 光 は 、 就 寝 ２ ， ３ 時 間 前 以 前 の 目 覚 め て い る と き ま た は そ の 他 の 日 中 の
時 間 の よ う な 日 中 覚 醒 時 に 使 用 す る と 、 ユ ー ザ の 気 分 を 改 善 す る 上 で 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 δ 波 、 θ 波 お よ び α 波 の 脳 波 の 周 波 数 範 囲 の 周 波 数 パ タ ー ン の 光 と 音 の 組 み 合 わ せ は 、
ユ ー ザ ー を リ ラ ッ ク ス さ せ る 上 で 有 用 で あ り 、 β 波 活 動 の 周 波 数 範 囲 の パ タ ー ン を 持 つ も
の は 、 ユ ー ザ ー の 精 神 的 な 機 敏 性 を 向 上 さ せ る 上 で 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る 方 法 に 有 用 で あ る 触 覚 刺 激 に は 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ ソ フ ト ウ ェ ア 、 双 方 向 型
の お も ち ゃ と ゲ ー ム 、 バ ブ ル バ ス 、 ロ ー シ ョ ン お よ び パ ー ソ ナ ル ケ ア 剤 が あ る が 、 こ れ ら
に 限 定 さ れ る わ け で は な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ ・ ソ フ ト ウ ェ ア は 、 利 用 し て い る 間 に 、 使 用 者 が リ ラ ッ ク ス す る よ う に 、
双 方 向 型 の 性 質 を 有 す る も の と す る こ と も で き る 。 こ の よ う な ソ フ ト ウ ェ ア に は 、 ビ デ オ
ゲ ー ム 、 ク ロ ス ワ ー ド パ ズ ル 等 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 方 法 に 有 用 で あ る 味 覚 刺 激 に は 、 果 物 、 キ ャ ン デ ィ 、 ク ラ ッ カ ー 、 チ ー ズ
、 茶 等 の 食 べ 物 や 飲 み 物 が あ る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ る わ け で は な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 方 法 に 有 用 で あ る 嗅 覚 刺 激 に は 、 芳 香 の よ う な 感 覚 経 験 が あ る 。 ユ ー ザ ー
が 好 ま し い と 感 じ 、 気 分 を 和 ら げ リ ラ ッ ク ス さ せ る 効 果 を 有 す る 芳 香 は 、 本 発 明 の 実 施 に
有 用 で あ る 。 香 料 （ fragrances） と し て 適 切 な も の に は 、 ユ ー ザ ー に と っ て 好 ま し く リ ラ
ッ ク ス で き る と 感 じ ら れ る 香 料 が あ る 。 こ の よ う な 香 料 と し て 適 切 な も の に は 、 Quest In
ternational社 か ら 入 手 で き る 特 許 文 献 ３ に 記 載 さ れ た 芳 香 剤 （ perfume compositions）
が あ る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ る わ け で は な い 。 開 示 内 容 が 参 照 に よ り 本 明 細 書 に 包 含 さ れ
る 、 特 許 文 献 ４ に 記 載 さ れ た 香 料 も 適 切 な も の で あ る 。 特 に 適 切 な 香 料 の 例 と し て は 、 Qu
est International社 か ら 入 手 で き る Ｐ Ｄ １ ８ ９ １ 、 Ｑ － ３ ０ ０ ３ ２ お よ び Ｓ Ｇ １ ４ ４ ３
Ａ の よ う な も の が あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 感 覚 刺 激 を 与 え る 手 段 と し て 好 ま し い も の に 、 パ ー ソ ナ ル ケ ア 剤 の 形 式 に よ る も の が あ
る 。 パ ー ソ ナ ル ケ ア 剤 は 、 嗅 覚 刺 激 を 与 え る の に 特 に 有 用 で あ る 。 た と え ば 、 本 発 明 に 係
る 方 法 に 有 用 で あ る パ ー ソ ナ ル ケ ア 剤 は 、 パ ー ソ ナ ル ケ ア 剤 製 造 業 界 で よ く 知 ら れ た 装 置
と 方 法 を 使 用 し て 、 適 切 な 芳 香 を 持 つ 所 望 の 成 分 を 混 ぜ 合 わ せ る こ と に よ っ て 製 造 す る こ
と が で き る 。 水 性 の パ ー ソ ナ ル ケ ア 剤 に お け る 香 料 の 可 溶 性 を 改 善 す る た め に 、 香 料 を 、
予 め 、 一 以 上 の ノ ニ オ ン 界 面 活 性 剤 と ブ レ ン ド し て お い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 パ ー ソ ナ ル ケ ア 剤 に は 、 ド ラ イ お よ び ウ エ ッ ト の テ ィ ッ シ ュ （ wipe） 、 洗 浄 液 、 入 浴 剤
、 シ ャ ン プ ー 、 ジ ェ ル 、 セ ッ ケ ン 、 ス テ ィ ッ ク 、 バ ー ム 、 ム ー ス 、 ス プ レ ー 、 ロ ー シ ョ ン
、 ク リ ー ム 、 ク レ ン ジ ン グ 剤 、 パ ウ ダ ー 、 オ イ ル 、 バ ス オ イ ル お よ び 、 風 呂 に 添 加 す る こ
と の で き る そ の 他 の 浴 用 剤 の よ う な 、 個 人 用 化 粧 品 、 ト イ レ タ リ ー お よ び ヘ ル ス ケ ア 製 品
が あ る 。 前 述 の テ ィ ッ シ ュ 、 洗 浄 液 、 入 浴 剤 、 シ ャ ン プ ー 、 ジ ェ ル 、 セ ッ ケ ン 、 ス テ ィ ッ
ク 、 バ ー ム 、 ム ー ス 、 ス プ レ ー 、 ロ ー シ ョ ン 、 ク リ ー ム 、 ク レ ン ジ ン グ 剤 、 オ イ ル お よ び
バ ス オ イ ル は 、 パ ー ソ ナ ル ケ ア 剤 を 調 製 す る こ と に つ い て の 知 識 を 持 つ 者 に は 商 業 的 に 知
ら れ て い る も の で あ る 。 パ ー ソ ナ ル ケ ア 剤 と し て 適 切 な も の に は 、 ジ ョ ン ソ ン 社 （ Johnso
n） の ベ ッ ド タ イ ム バ ス （ Bedtime Bath（ 登 録 商 標 ） ） 製 品 が あ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る
わ け で は な い 。 哺 乳 動 物 で 好 ま し い 反 応 を 得 る に は 、 そ の パ ー ソ ナ ル ケ ア 剤 に つ い て 処 方
さ れ た 方 針 に 従 っ た 投 薬 量 で 使 用 す べ き で あ ろ う 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 一 般 的 に は 、 複 数 の 刺 激 を 一 緒 に 使 用 す れ ば 、 効 果 が よ り 大 き く な る が 、 単 一 の 刺 激 で
も 効 果 を 出 す こ と が で き 、 そ れ 故 、 本 発 明 の 範 疇 に 属 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 方 法 を 例 示 す る た め に 、 以 下 の 例 を 含 め た 。 こ れ ら の 例 は 本 発 明 を 制 限 す
る も の で は な い 。 こ れ ら は 、 本 発 明 を 実 施 す る 方 法 を 単 に 示 唆 す る も の で あ る 。 ヒ ト の 気
持 ち を 和 ら げ る こ と に 関 す る 知 識 を 有 す る 者 や そ の 他 の 専 門 家 は 、 本 発 明 を 実 施 す る 他 の
方 法 を 見 出 す か も し れ な い 。 そ れ ら の 方 法 も 、 本 発 明 の 範 囲 内 で あ る と み な さ れ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
閉 経 期 お よ び そ の 前 後 の 時 期 の 女 性 に お け る Ｈ Ｐ Ａ 系 の 活 性 の 下 方 制 御
　 閉 経 期 お よ び そ の 前 後 の 時 期 の 、 年 令 が ４ ０ 才 ～ ６ ０ 才 の ８ 人 の 女 性 を 募 り 、 感 覚 療 法
の リ ラ ッ ク ス 効 果 を 評 価 す る た め の ２ 日 間 の 研 究 に 参 加 し て も ら っ た 。 こ の 感 覚 療 法 （ 以
下 、 「 本 療 法 」 と 呼 称 す る ） は 、 音 楽 （ CD-HNH International社 の “ Night Music 2” （
１ ９ ９ ９ 年 ） ） を 聴 き 、 Quest International社 か ら 入 手 で き る リ ラ ッ ク ス 香 料 Ｑ － ３ ０
０ ３ ２ ま た は Ｓ Ｇ １ ４ ４ ３ Ａ の 香 料 ロ ッ ド を 嗅 ぎ つ つ 、 （ ３ 秒 を 超 え る 吸 息 、 ２ 秒 を 超 え
る 吸 息 と 呼 息 の 間 の 休 止 、 お よ び ４ 秒 を 超 え る 呼 息 を 少 な く と も ２ 回 繰 り 返 す 、 深 く ゆ っ
く り と し た 呼 吸 ） の リ ラ ッ ク ス 呼 吸 技 術 を １ ５ 分 間 行 う セ ッ シ ョ ン か ら な っ て い た 。 参 加
者 に は 、 香 料 に 関 し て 「 指 定 時 間 の 間 、 好 き な だ け 何 度 で も 香 料 を 嗅 ぎ 、 そ の 香 り と そ れ
が も た ら す 感 情 に つ い て 考 え な さ い 。 そ の 香 料 を 構 成 す る 香 り を 思 い 描 い て 見 て く だ さ い
。 心 に 浮 か ん だ 香 料 の イ メ ー ジ を 忘 れ た 場 合 や リ フ レ ッ シ ュ す る 必 要 が あ る 場 合 に は い つ
で も 、 香 料 を 嗅 ぎ な お し て 下 さ い 。 」 と い う 指 示 が 与 え ら れ て い た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 療 法 は 、 典 型 的 な オ フ ィ ス の セ ッ テ ィ ン グ で 静 か に 座 っ て 読 書 す る １ ５ 分 間 の セ ッ シ
ョ ン よ り な る 対 照 期 間 （ 以 下 、 「 対 照 期 間 」 と 呼 称 す る ） と 比 較 し た 。 被 験 者 は 、 そ の 半
分 が 第 一 日 目 に 本 療 法 を 、 第 二 日 目 に 対 照 期 間 を 行 い 、 残 り の 半 分 が 第 一 日 目 に 対 照 期 間
を 、 第 二 日 目 に 本 療 法 を 行 う よ う に 、 ラ ン ダ ム に 選 択 し た 。 本 療 法 は 、 ア ン ケ ー ト と 唾 液
の 測 定 の 両 方 か ら 、 著 し い リ ラ ッ ク ス の 利 益 が 得 ら れ る こ と が 判 明 し た 。 対 照 期 間 で は 、
目 立 つ リ ラ ッ ク ス の 利 益 は 得 ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の 研 究 で 用 い た ア ン ケ ー ト は 、 ど の 程 度 女 性 が リ ラ ッ ク ス し た と 感 じ た か を 評 価 し た
。 サ ー ベ イ で は 、 「 ど の よ う に 感 じ た か を 、 １ ～ ７ の ス ケ ー ル で 選 択 し 、 そ の 選 択 箇 所 に
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○ を 付 け な さ い 。 １ ＝ 極 度 の ス ト レ ス を 感 じ て い る 、 ２ ＝ 非 常 に 大 き い ス ト レ ス を 感 じ て
い る 、 ３ ＝ 軽 度 の ス ト レ ス を 感 じ て い る 、 ４ ＝ ス ト レ ス も リ ラ ッ ク ス も な し 、 ５ ＝ 軽 度 に
リ ラ ッ ク ス し て い る 、 ６ ＝ 非 常 に リ ラ ッ ク ス し て い る 、 ７ ＝ 極 度 に リ ラ ッ ク ス し て い る 。
」 と 記 載 し た 。 サ ー ベ イ の 質 問 は 、 本 療 法 と 対 照 期 間 と の 両 方 に つ い て 、 そ の 前 後 で 行 っ
た 。 本 研 究 に お け る サ ー ベ イ の デ ー タ を 下 記 表 １ に 示 す 。
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 表 １ に 示 さ れ る よ う に 、 本 療 法 の 後 の 被 験 者 は 、 本 療 法 前 に 比 べ 、 平 均 し て ２ ． ３ ポ イ
ン ト だ け 、 よ り リ ラ ッ ク ス し た 。 こ れ に 比 し 、 対 照 期 間 後 で は 、 １ ． １ ポ イ ン ト だ け 、 よ
り リ ラ ッ ク ス し た に す ぎ な か っ た 。 こ の 差 は 、 両 側 ｔ 検 定 に お い て ｐ 値 が ０ ． ０ ５ 未 満 で
あ る こ と か ら 示 さ れ る よ う に 、 統 計 的 に 有 意 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 療 法 が 、 唾 液 コ ル チ ゾ ー ル の 濃 度 を 著 し く 減 少 さ せ 、 従 っ て 、 Ｈ Ｐ Ａ 系 の 下 方 制 御 を
例 証 す る も の で あ る こ と も 見 出 さ れ た 。 本 研 究 に お け る 唾 液 コ ル チ ゾ ー ル の デ ー タ を 下 記
表 ２ に 示 す 。
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
閉 経 時 の 症 状 に 対 す る 感 覚 療 法 の 効 果
　 実 施 例 １ に 示 し た よ う に 、 本 発 明 に 係 る 感 覚 療 法 を 施 す こ と に よ り 、 Ｈ Ｐ Ａ 系 の 活 性 の
下 方 制 御 を 生 じ る 。 こ の 例 で は 、 １ 日 に １ 回 を 超 え る 頻 度 で 体 の ほ て り に 苦 し ん で い る ４
人 の 閉 経 期 お よ び そ の 前 後 の 時 期 の 女 性 （ Ｂ １ ～ Ｂ ４ ） を 募 集 し 、 一 つ 以 上 の 閉 経 期 の 症
状 に 対 す る 一 連 の リ ラ ッ ク ス 感 覚 療 法 の 効 果 を 評 価 す る た め の ３ 週 間 の 研 究 に 参 加 し て も
ら っ た 。 こ の 一 連 の 感 覚 療 法 （ 以 下 、 「 本 療 法 シ リ ー ズ 」 と 呼 称 す る ） は 、 リ ラ ッ ク ス さ
せ る 音 楽 を 聴 き 、 香 料 （ Ｑ － ３ ０ ０ ３ ２ ま た は Ｓ Ｇ １ ４ ４ ３ Ａ ） を 嗅 ぐ 毎 日 ２ 回 （ 朝 と 午
後 ） 、 ５ 分 間 の セ ッ シ ョ ン お よ び 、 そ れ ぞ れ 実 施 例 １ に 記 載 さ れ た よ う に 、 音 楽 （ Ｃ Ｄ －
HNH International社 の “ Night Music 2” （ １ ９ ９ ９ 年 ） ） を 聴 き 、 （ Quest Internatio
nal Fragrance社 か ら 入 手 で き る Ｑ － ３ ０ ０ ３ ２ ま た は Ｓ Ｇ １ ４ ４ ３ Ａ の ） 香 料 を 嗅 ぎ つ
つ 、 リ ラ ッ ク ス さ せ る 呼 吸 技 術 を 実 施 す る 夕 方 の １ ５ 分 間 の セ ッ シ ョ ン か ら な っ て い た 。
香 料 入 り ク レ ン ジ ン グ 製 品 の 使 用 を コ ン ト ロ ー ル す る 目 的 で 、 こ れ ら の 女 性 に は 、 研 究 期
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間 を 通 じ て 使 用 す る よ う に 、 Johnson社 の Bedtime Bathお よ び Johnson社 の ｐ Ｈ ５ ． ５ シ ャ
ワ ー ム ー ス が 与 え ら れ た 。 ５ 番 目 の 参 加 者 （ Ｂ ５ ） は 、 本 療 法 を あ ま り 実 行 し な か っ た の
で 、 そ の 女 性 の デ ー タ を 比 較 例 と し て 以 下 に 示 し た 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 女 性 達 に は 、 日 記 シ ー ト を 使 っ て 体 の ほ て り の 情 報 を 記 録 す る よ う 依 頼 し た 。 こ の 記 録
に は 、 体 の ほ て り の 持 続 期 間 を 測 定 す る た め に ス ト ッ プ ウ ォ ッ チ を 使 う こ と が 必 要 で あ っ
た 。 日 記 の 書 き 込 み シ ー ト に は 、 発 熱 の 強 さ 、 以 前 の 体 の ほ て り の 持 続 時 間 と の 比 較 、 発
汗 の 程 度 と 場 所 お よ び 全 体 的 な 体 の ほ て り の 強 さ 等 の 体 の ほ て り に つ い て 感 知 さ れ る 種 々
の 特 徴 を 評 価 す る ア ン カ ー ア ン ケ ー ト も 含 ま れ て い た （ 下 記 の 表 ３ の 結 果 ） 。 女 性 達 に は
、 体 の ほ て り の 毎 日 の 総 数 （ 下 記 の 表 ５ の 結 果 ） お よ び 、 寝 汗 を 経 験 し た か ど う か （ 下 記
表 ６ の 結 果 ） を 追 跡 す る た め の 「 体 の ほ て り の 記 録 」 シ ー ト も 与 え ら れ た 。 被 験 者 達 は 、
研 究 の 最 初 の 週 の 間 に 、 体 の ほ て り デ ー タ の ベ ー ス ラ イ ン を 確 立 し た 。 本 療 法 シ リ ー ズ 用
の 材 料 （ 香 料 ロ ッ ド お よ び Ｃ Ｄ ） は 、 第 ２ の 週 の 月 曜 日 に 渡 さ れ 、 被 検 者 達 は 、 残 り の １
４ 日 間 、 毎 日 本 療 法 シ リ ー ズ を 実 施 し た 。
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 表 ４ 】
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【 表 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 表 ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 毎 日 本 療 法 シ リ ー ズ を 行 っ た 結 果 、 被 験 者 （ Ｂ １ ～ Ｂ ４ ）
の 毎 日 の 体 の ほ て り の 平 均 値 は 減 少 し た 。 こ れ ら 被 験 者 の 体 の ほ て り の 平 均 値 は 、 本 療 法
の ５ 日 後 に ２ ４ ． ３ ％ 減 少 し 、 １ ０ 日 ～ １ ４ 日 後 に ３ ６ ． ４ ％ 減 少 し た 。 こ れ と 対 照 的 に
、 被 験 者 Ｂ ５ は 、 本 療 法 を 完 全 に は 行 わ な か っ た の で 、 表 ４ に 示 す よ う に 、 目 に 見 え る よ
う な 体 の ほ て り の 症 状 の 減 少 は 現 れ な か っ た 。
【 表 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 表 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 被 験 者 Ｂ １ ～ Ｂ ４ で は 、 本 療 法 実 施 の １ ０ 日 ～ １ ４ 日 後 に 、 寝
汗 を 伴 う 夜 が 平 均 し て ６ １ ． ７ ％ 減 少 し た 。 こ れ と は 対 照 的 に 、 Ｂ ５ で は 、 寝 汗 を 伴 う 夜
は 減 少 し な か っ た 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ５ １ 】
閉 経 時 の 症 状 に 対 す る 本 感 覚 療 法 の 感 知 さ れ る 効 果
　 上 記 実 施 例 ２ の 参 加 者 Ｂ １ ～ Ｂ ５ に つ い て 、 書 面 に よ る サ ー ベ イ に 答 え て も ら っ た 。 結
果 を 下 記 表 ７ 、 表 ８ に 示 す 。
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【 表 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 表 ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 要 約 す る と 、 被 験 者 Ｂ １ ～ Ｂ ５ は 、 本 療 法 が 自 分 た ち を リ ラ ッ ク ス さ せ る の に 効 果 的 で
あ り 、 閉 経 時 の 症 状 を 緩 和 さ せ る と 感 じ た 。 こ の 肯 定 的 な 反 応 は 、 毎 日 の 体 の ほ て り や 寝
汗 の 起 き る 回 数 の 減 少 記 録 と 相 互 関 係 を 示 し て い る 。 こ れ と は 対 照 的 に 、 被 験 者 ５ で は 、
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表 ８ に 示 さ れ る よ う に 、 有 益 な 効 果 は 見 出 さ れ な か っ た 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 態 様 は 以 下 の 通 り で あ る 。
　 （ １ ） 前 記 感 覚 療 法 が 、 さ ら に リ ラ ッ ク ス 呼 吸 技 術 を 行 う ス テ ッ プ を 含 む 、 請 求 項 １ に
記 載 の 方 法 。
　 （ ２ ） 前 記 感 覚 療 法 が 、 有 効 な 量 の リ ラ ッ ク ス さ せ る 香 料 の 匂 い を 嗅 ぐ こ と に よ っ て 与
え ら れ る 嗅 覚 刺 激 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
　 （ ３ ） 前 記 感 覚 療 法 が 、 柔 ら か な 照 明 に よ っ て 与 え ら れ る 視 覚 刺 激 を 含 む 、 請 求 項 １ に
記 載 の 方 法 。
　 （ ４ ） 前 記 感 覚 療 法 が 、 リ ラ ッ ク ス さ せ る 音 楽 を 聞 く こ と に よ っ て 与 え ら れ る 聴 覚 刺 激
を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
　 （ ５ ） 前 記 感 覚 療 法 が 、 少 な く と も １ 週 間 、 １ 日 ２ 回 施 さ れ 、 リ ラ ッ ク ス さ せ る 香 料 の
匂 い を 嗅 ぐ こ と に よ っ て 与 え ら れ る 嗅 覚 刺 激 と 、 リ ラ ッ ク ス さ せ る 音 楽 を 聞 く こ と に よ っ
て 与 え ら れ る 聴 覚 刺 激 と の 組 み 合 わ せ を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 （ ６ ） 前 記 感 覚 療 法 が 、 さ ら に 、 リ ラ ッ ク ス 呼 吸 技 術 を 行 う ス テ ッ プ を 含 む 、 実 施 態 様
（ ５ ） に 記 載 の 方 法 。
　 （ ７ ） 前 記 感 覚 療 法 が 、 さ ら に 、 柔 ら か い 照 明 を 含 む 視 覚 刺 激 を 含 む 、 実 施 態 様 （ ５ ）
に 記 載 の 方 法 。
　 （ ８ ） 前 記 症 状 が 、 体 の ほ て り 、 寝 汗 、 睡 眠 困 難 、 膣 の 乾 燥 、 頭 痛 、 気 分 の む ら 、 ス ト
レ ス 、 神 経 過 敏 お よ び 軽 度 の 欝 状 態 か ら 選 ば れ た も の で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
　 （ ９ ） 前 記 感 覚 療 法 が 、 ホ ル モ ン 補 充 療 法 と 組 み 合 わ せ て 使 用 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載
の 方 法 。
　 （ １ ０ ） 前 記 感 覚 療 法 が 、 ビ タ ミ ン 、 ハ ー ブ サ プ リ メ ン ト 、 天 然 抽 出 物 の 投 与 お よ び こ
れ ら の 混 合 投 与 と 組 み 合 わ せ て 使 用 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 （ １ １ ） 前 記 天 然 抽 出 物 が 大 豆 で あ る 、 実 施 態 様 （ １ ０ ） に 記 載 の 方 法 。
　 （ １ ２ ） 前 記 感 覚 療 法 が 、 少 な く と も 一 つ の 体 温 調 節 薬 剤 の 投 与 と 組 み 合 わ せ て 使 用 さ
れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
　 （ １ ３ ） 前 記 体 温 調 節 薬 剤 が 、 ク ロ ニ ジ ン 、 メ チ ル ド パ お よ び そ の 混 合 物 か ら 選 ば れ た
も の で あ る 、 実 施 態 様 （ １ ２ ） に 記 載 の 方 法 。
　 （ １ ４ ） 前 記 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン が コ ル チ ゾ ー ル で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
　 （ １ ５ ） 前 記 Ｈ Ｐ Ａ 系 の 活 性 の 下 方 制 御 が 、 以 下 の う ち の 少 な く と も 一 つ に よ っ て 得 ら
れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
　 ａ ． 前 記 女 性 の 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 平 均 日 総 量 の 減 少
　 ｂ ． 前 記 女 性 の 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 平 均 日 総 量 か ら 前 記 朝 の ピ ー ク 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の
積 分 測 定 値 を 差 し 引 い た 量 の 減 少
　 ｃ ． 覚 醒 ４ 時 間 ～ ８ 時 間 後 に お け る 前 記 女 性 の 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の レ ベ ル の 減 少
　 ｄ ． 就 寝 前 の 時 期 に お け る 前 記 女 性 の 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の レ ベ ル の 減 少 お よ び 、
　 ｅ ． 前 記 睡 眠 開 始 の 閾 値 よ り 低 い レ ベ ル へ の 前 記 女 性 の 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の レ ベ ル の 減
少
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 （ １ ６ ） 前 記 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン が コ ル チ ゾ ー ル で あ る 、 実 施 態 様 （ １ ５ ） に 記 載 の 方 法
。
　 （ １ ７ ） 前 記 平 均 日 総 量 が 、 前 記 療 法 の 開 始 時 に 前 記 女 性 に 存 在 す る 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン
の 日 総 量 に 基 づ い て 、 少 な く と も 約 ５ ％ ～ 約 ５ ０ ％ 減 少 す る 、 実 施 態 様 （ １ ５ ） に 記 載 の
方 法 。
　 （ １ ８ ） 前 記 平 均 日 総 量 が 、 前 記 療 法 の 開 始 時 に 前 記 女 性 に 存 在 す る 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン
の 日 総 量 に 基 づ い て 、 少 な く と も 約 １ ０ ％ ～ 約 ４ ０ ％ 減 少 す る 、 実 施 態 様 （ １ ５ ） に 記 載
の 方 法 。
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　 （ １ ９ ） 前 記 平 均 日 総 量 が 、 前 記 療 法 の 開 始 時 に 前 記 女 性 に 存 在 す る 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン
の 日 総 量 に 基 づ い て 、 少 な く と も 約 １ ５ ％ ～ 約 ３ ０ ％ 減 少 す る 、 実 施 態 様 （ １ ５ ） に 記 載
の 方 法 。
　 （ ２ ０ ） 前 記 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 平 均 日 総 量 か ら 前 記 朝 の ピ ー ク 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 積
分 測 定 値 を 差 し 引 い た 量 が 、 前 記 療 法 の 開 始 時 に 前 記 女 性 に 存 在 す る 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の
日 総 量 か ら 前 記 朝 の ピ ー ク 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 積 分 測 定 値 を 差 し 引 い た 量 に 基 づ い て 、 少
な く と も 約 ５ ％ ～ 約 ７ ０ ％ 減 少 す る 、 実 施 態 様 （ １ ５ ） に 記 載 の 方 法 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 （ ２ １ ） 前 記 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 平 均 日 総 量 か ら 前 記 朝 の ピ ー ク 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 積
分 測 定 値 を 差 し 引 い た 量 が 、 前 記 療 法 の 開 始 時 に 前 記 女 性 に 存 在 す る 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の
日 総 量 か ら 前 記 朝 の ピ ー ク 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 積 分 測 定 値 を 差 し 引 い た 量 に 基 づ い て 、 少
な く と も 約 １ ０ ％ ～ 約 ６ ０ ％ 減 少 す る 、 実 施 態 様 （ １ ５ ） に 記 載 の 方 法 。
　 （ ２ ２ ） 前 記 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 平 均 日 総 量 か ら 前 記 朝 の ピ ー ク 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 積
分 測 定 値 を 差 し 引 い た 量 が 、 前 記 療 法 の 開 始 時 に 前 記 女 性 に 存 在 す る 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の
日 総 量 か ら 前 記 朝 の ピ ー ク 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 積 分 測 定 値 を 差 し 引 い た 量 に 基 づ い て 、 少
な く と も 約 ２ ０ ％ ～ 約 ５ ０ ％ 減 少 す る 、 実 施 態 様 （ １ ５ ） に 記 載 の 方 法 。
　 （ ２ ３ ） 前 記 覚 醒 ４ 時 間 ～ ８ 時 間 後 に お け る 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の レ ベ ル が 、 前 記 療 法 の
開 始 時 の 女 性 の 同 時 期 に 存 在 す る 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の レ ベ ル に 基 づ い て 、 少 な く と も 約 ５
％ ～ 約 ７ ０ ％ 減 少 す る 、 実 施 態 様 （ １ ５ ） に 記 載 の 方 法 。
　 （ ２ ４ ） 前 記 覚 醒 ４ 時 間 ～ ８ 時 間 後 に お け る 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の レ ベ ル が 、 前 記 療 法 の
開 始 時 の 女 性 の 同 時 期 に 存 在 す る 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の レ ベ ル に 基 づ い て 、 少 な く と も 約 １
０ ％ ～ 約 ６ ０ ％ 減 少 す る 、 実 施 態 様 （ １ ５ ） に 記 載 の 方 法 。
　 （ ２ ５ ） 前 記 覚 醒 ４ 時 間 ～ ８ 時 間 後 に お け る 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の レ ベ ル が 、 前 記 療 法 の
開 始 時 の 女 性 の 同 時 期 に 存 在 す る 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の レ ベ ル に 基 づ い て 、 少 な く と も 約 ２
０ ％ ～ 約 ５ ０ ％ 減 少 す る 、 実 施 態 様 （ １ ５ ） に 記 載 の 方 法 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 （ ２ ６ ） 前 記 就 寝 前 の 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の レ ベ ル が 、 前 記 療 法 の 開 始 時 の 女 性 の 同 時 期
に 存 在 す る 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の レ ベ ル に 基 づ い て 、 少 な く と も 約 ３ ％ ～ 約 ５ ０ ％ 減 少 す る
、 実 施 態 様 （ １ ５ ） に 記 載 の 方 法 。
　 （ ２ ７ ） 前 記 就 寝 前 の 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の レ ベ ル が 、 前 記 療 法 の 開 始 時 の 女 性 の 同 時 期
に 存 在 す る 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の レ ベ ル に 基 づ い て 、 少 な く と も 約 ５ ％ ～ 約 ３ ０ ％ 減 少 す る
、 実 施 態 様 （ １ ５ ） に 記 載 の 方 法 。
　 （ ２ ８ ） 前 記 就 寝 前 の 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の レ ベ ル が 、 前 記 療 法 の 開 始 時 の 女 性 の 同 時 期
に 存 在 す る 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の レ ベ ル に 基 づ い て 、 少 な く と も 約 ５ ％ ～ 約 ２ ０ ％ 減 少 す る
、 実 施 態 様 （ １ ５ ） に 記 載 の 方 法 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 本 発 明 は 、 閉 経 期 ま た は そ の 前 後 の 段 階 に お け る 女 性 の 閉 経 に 関 連 す る 一 以 上 の 症 状 を
軽 減 す る 方 法 に 適 用 可 能 で あ る 。 こ の 方 法 は 、 当 該 女 性 の Ｈ Ｐ Ａ 系 の 活 性 を 下 方 制 御 す る
の に 効 果 的 な 量 で 感 覚 療 法 を 施 す 段 階 を 含 み 、 当 該 Ｈ Ｐ Ａ 系 が
　 ａ ） 当 該 女 性 に 時 間 の 関 数 と し て 存 在 す る 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の レ ベ ル と 、
　 ｂ ） 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 日 総 量 と 、
　 ｃ ） 朝 の ピ ー ク 副 腎 皮 質 ホ ル モ ン の 積 分 測 定 値 と 、
　 ｄ ） 睡 眠 開 始 の 閾 値 と
を 含 み 、 ａ ） か ら ｄ ） の 少 な く と も 一 つ の 減 少 に よ り 、 Ｈ Ｐ Ａ 系 の 活 性 を 下 方 制 御 す る こ
と が で き る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ の 感 覚 療 法 は 、 聴 覚 刺 激 、 視 覚 刺 激 、 触 覚 刺 激 、 味 覚 刺 激 、 嗅 覚 刺 激 お よ び こ れ ら の
組 み 合 わ せ か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 。
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